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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年5月13日(2010.5.13)

【公表番号】特表2007-514752(P2007-514752A)
【公表日】平成19年6月7日(2007.6.7)
【年通号数】公開・登録公報2007-021
【出願番号】特願2006-545462(P2006-545462)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  38/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/42     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/26     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/605    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/575    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  37/24    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/06    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/14    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/18    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/22    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/42    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/26    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/605   　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/575   　　　　



(2) JP 2007-514752 A5 2010.5.13

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年3月11日(2010.3.11)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項３３】
　前記ＧＬＰ－１類似体が式（Ｉ）：
【化１】

［式中：
　Ａ7は、Ｌ－Ｈｉｓであるか又は欠失され；
　Ａ8は、Ａｌａ、Ｄ－Ａｌａ、Ａｉｂ、Ｇｌｙ、Ｓｅｒ、Ｇｌｙ、β－Ａｌａ、Ｖａｌ
、Ａｃｃ、Ｎ－Ｍｅ－Ａｌａ、Ｎ－Ｍｅ－Ｄ－Ａｌａ又はＮ－Ｍｅ－Ｇｌｙであり；
　Ａ9は、Ｇｌｕ、Ｎ－Ｍｅ－Ｇｌｕ、Ｎ－Ｍｅ－Ａｓｐ又はＡｓｐであり；
　Ａ10は、Ｇｌｙ、Ａｃｃ、β－Ａｌａ又はＡｉｂであり；
　Ａ11は、Ｔｈｒ又はＳｅｒであり；
　Ａ12は、Ｐｈｅ、Ａｃｃ、Ａｉｃ、Ａｉｂ、３Ｐａｌ、４Ｐａｌ、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ
、Ｃｈａ、Ｔｒｐ又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ13は、Ｔｈｒ又はＳｅｒであり；
　Ａ14は、Ｓｅｒ又はＡｉｂであり；
　Ａ15は、Ａｓｐ又はＧｌｕであり；
　Ａ16は、Ｖａｌ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｌｅｕ、Ｉｌｅ、Ｔｌｅ、Ｎｌｅ、Ａｂｕ、Ａｌａ
、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ又はＣｈａであり；
　Ａ17は、Ｓｅｒ又はＴｈｒであり；
　Ａ18は、Ｓｅｒ又はＴｈｒであり；
　Ａ19は、Ｔｙｒ、Ｃｈａ、Ｐｈｅ、３Ｐａｌ、４Ｐａｌ、Ａｃｃ、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ
又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ20は、Ｌｅｕ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｎｌｅ、Ｉｌｅ、Ｃｈａ、Ｔｌｅ、Ｖａｌ、Ｐｈｅ
、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ21は、Ｇｌｕ又はＡｓｐであり；
　Ａ22は、Ｇｌｙ、Ａｃｃ、β－Ａｌａ又はＡｉｂであり；
　Ａ23は、Ｇｌｎ又はＡｓｎであり；
　Ａ24は、Ａｌａ、Ａｉｂ、Ｖａｌ、Ａｂｕ、Ｔｌｅ又はＡｃｃであり；
　Ａ25は、Ａｌａ、Ａｉｂ、Ｖａｌ、Ａｂｕ、Ｔｌｅ又はＡｃｃであり；
　Ａ26は、Ｌｙｓ、Ａｒｇ、ｈＡｒｇ、Ｏｒｎ、Ｄａｂ、又はＤａｐであり；
　Ａ27は、Ｇｌｕ又はＡｓｐであり；
　Ａ28は、Ｐｈｅ、３Ｐａｌ、４Ｐａｌ、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ、Ａｉｃ、Ａｃｃ、Ａｉｂ
、Ｃｈａ、Ｔｒｐ又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ29は、Ｉｌｅ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｌｅｕ、Ｎｌｅ、Ｃｈａ、Ｔｌｅ、Ｖａｌ、Ａｂｕ
、Ａｌａ、Ｐｈｅ、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ30は、Ａｌａ、Ａｉｂ又はＡｃｃであり；
　Ａ31は、Ｔｒｐ、２Ｎａｌ、３Ｐａｌ、４Ｐａｌ、Ｐｈｅ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｃｈａ又
は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
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　Ａ32は、Ｌｅｕ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｎｌｅ、Ｉｌｅ、Ｃｈａ、Ｔｌｅ、１Ｎａｌ、２Ｎ
ａｌ、Ｐｈｅ、（Ｘ1）n－Ｐｈｅ又はＡｌａであり；
　Ａ33は、Ｖａｌ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｌｅｕ、Ｉｌｅ、Ｔｌｅ、Ｎｌｅ、Ｃｈａ、Ａｌａ
、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ、Ｐｈｅ、Ａｂｕ、Ｌｙｓ又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ34は、Ｌｙｓ、Ａｒｇ、ｈＡｒｇ、Ｏｒｎ、Ｄａｂ又はＤａｐであり；
　Ａ35は、Ｇｌｙ、β－Ａｌａ、Ｇａｂａ、Ａｖａ、ＨＮ－ＣＨ（ＣＨ2）m－Ｃ（Ｏ）、
Ａｉｂ、Ａｃｃ、Ｄ－アミノ酸であるか又は欠失され；
　Ａ36は、Ｌ若しくはＤ－Ａｒｇ、Ｄ若しくはＬ－Ｌｙｓ、Ｄ若しくはＬ－ｈＡｒｇ、Ｄ
若しくはＬ－Ｏｒｎ、Ｌ若しくはＤ－Ｄａｂ、Ｌ若しくはＤ－Ｄａｐであるか又は欠失さ
れ；そして
　Ａ37は、Ｇｌｙ、β－Ａｌａ、Ｇａｂａ、Ａｖａ、Ａｉｂ、Ａｃｃ、Ａｄｏ、Ａｕｎ、
Ａｅｃ、Ｄ－アミノ酸であるか又は欠失され；
　Ｘ1は、それぞれの出現につき、それぞれの出現につき独立して、（Ｃ1～Ｃ6）アルキ
ル、ＯＨ、又はハロゲンであり；
　ｎは１、２、３、４又は５であり；
　Ｒ1は、ＯＨ、ＮＨ2、（Ｃ1～Ｃ30）アルコキシ、又はＮＨ－Ｘ2－ＣＨ2－Ｚ0である｛
ここでＸ2は、（Ｃ1～Ｃ12）炭化水素部分であり、Ｚ0は、Ｈ、ＯＨ、ＣＯ2Ｈ又はＣＯＮ
Ｈ2である｝］による化合物である、請求項１～３２のいずれか１項の組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
［式中：
　Ａ7は、Ｌ－Ｈｉｓであるか又は欠失され；
　Ａ8は、Ａｌａ、Ｄ－Ａｌａ、Ａｉｂ、Ｇｌｙ、Ｓｅｒ、Ｇｌｙ、β－Ａｌａ、Ｖａｌ
、Ａｃｃ、Ｎ－Ｍｅ－Ａｌａ、Ｎ－Ｍｅ－Ｄ－Ａｌａ又はＮ－Ｍｅ－Ｇｌｙであり；
　Ａ9は、Ｇｌｕ、Ｎ－Ｍｅ－Ｇｌｕ、Ｎ－Ｍｅ－Ａｓｐ又はＡｓｐであり；
　Ａ10は、Ｇｌｙ、Ａｃｃ、β－Ａｌａ又はＡｉｂであり；
　Ａ11は、Ｔｈｒ又はＳｅｒであり；
　Ａ12は、Ｐｈｅ、Ａｃｃ、Ａｉｃ、Ａｉｂ、３Ｐａｌ、４Ｐａｌ、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ
、Ｃｈａ、Ｔｒｐ又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ13は、Ｔｈｒ又はＳｅｒであり；
　Ａ14は、Ｓｅｒ又はＡｉｂであり；
　Ａ15は、Ａｓｐ又はＧｌｕであり；
　Ａ16は、Ｖａｌ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｌｅｕ、Ｉｌｅ、Ｔｌｅ、Ｎｌｅ、Ａｂｕ、Ａｌａ
、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ又はＣｈａであり；
　Ａ17は、Ｓｅｒ又はＴｈｒであり；
　Ａ18は、Ｓｅｒ又はＴｈｒであり；
　Ａ19は、Ｔｙｒ、Ｃｈａ、Ｐｈｅ、３Ｐａｌ、４Ｐａｌ、Ａｃｃ、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ
又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ20は、Ｌｅｕ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｎｌｅ、Ｉｌｅ、Ｃｈａ、Ｔｌｅ、Ｖａｌ、Ｐｈｅ
、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ21は、Ｇｌｕ又はＡｓｐであり；
　Ａ22は、Ｇｌｙ、Ａｃｃ、β－Ａｌａ又はＡｉｂであり；
　Ａ23は、Ｇｌｎ又はＡｓｎであり；
　Ａ24は、Ａｌａ、Ａｉｂ、Ｖａｌ、Ａｂｕ、Ｔｌｅ又はＡｃｃであり；
　Ａ25は、Ａｌａ、Ａｉｂ、Ｖａｌ、Ａｂｕ、Ｔｌｅ又はＡｃｃであり；
　Ａ26は、Ｌｙｓ、Ａｒｇ、ｈＡｒｇ、Ｏｒｎ、Ｄａｂ、又はＤａｐであり；
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　Ａ27は、Ｇｌｕ又はＡｓｐであり；
　Ａ28は、Ｐｈｅ、３Ｐａｌ、４Ｐａｌ、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ、Ａｉｃ、Ａｃｃ、Ａｉｂ
、Ｃｈａ、Ｔｒｐ又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ29は、Ｉｌｅ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｌｅｕ、Ｎｌｅ、Ｃｈａ、Ｔｌｅ、Ｖａｌ、Ａｂｕ
、Ａｌａ、Ｐｈｅ、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ30は、Ａｌａ、Ａｉｂ又はＡｃｃであり；
　Ａ31は、Ｔｒｐ、２Ｎａｌ、３Ｐａｌ、４Ｐａｌ、Ｐｈｅ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｃｈａ又
は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ32は、Ｌｅｕ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｎｌｅ、Ｉｌｅ、Ｃｈａ、Ｔｌｅ、１Ｎａｌ、２Ｎ
ａｌ、Ｐｈｅ、（Ｘ1）n－Ｐｈｅ又はＡｌａであり；
　Ａ33は、Ｖａｌ、Ａｃｃ、Ａｉｂ、Ｌｅｕ、Ｉｌｅ、Ｔｌｅ、Ｎｌｅ、Ｃｈａ、Ａｌａ
、１Ｎａｌ、２Ｎａｌ、Ｐｈｅ、Ａｂｕ、Ｌｙｓ又は（Ｘ1）n－Ｐｈｅであり；
　Ａ34は、Ｌｙｓ、Ａｒｇ、ｈＡｒｇ、Ｏｒｎ、Ｄａｂ又はＤａｐであり；
　Ａ35は、Ｇｌｙ、β－Ａｌａ、Ｇａｂａ、Ａｖａ、ＨＮ－ＣＨ（ＣＨ2）m－Ｃ（Ｏ）、
Ａｉｂ、Ａｃｃ、Ｄ－アミノ酸であるか又は欠失され；
　Ａ36は、Ｌ若しくはＤ－Ａｒｇ、Ｄ若しくはＬ－Ｌｙｓ、Ｄ若しくはＬ－ｈＡｒｇ、Ｄ
若しくはＬ－Ｏｒｎ、Ｌ若しくはＤ－Ｄａｂ、Ｌ若しくはＤ－Ｄａｐであるか又は欠失さ
れ；そして
　Ａ37は、Ｇｌｙ、β－Ａｌａ、Ｇａｂａ、Ａｖａ、Ａｉｂ、Ａｃｃ、Ａｄｏ、Ａｕｎ、
Ａｅｃ、Ｄ－アミノ酸であるか又は欠失され；
　Ｘ1は、それぞれの出現につき、それぞれの出現につき独立して、（Ｃ1～Ｃ6）アルキ
ル、ＯＨ、又はハロゲンであり；
　ｎは１、２、３、４又は５であり；
　Ｒ1は、ＯＨ、ＮＨ2、（Ｃ1～Ｃ30）アルコキシ、又はＮＨ－Ｘ2－ＣＨ2－Ｚ0である｛
ここでＸ2は、（Ｃ1～Ｃ12）炭化水素部分であり、Ｚ0は、Ｈ、ＯＨ、ＣＯ2Ｈ又はＣＯＮ
Ｈ2である｝］による化合物である、パラグラフ（３２）の組成物。
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